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andcyclopcntcnolonelyithllnSntur:tted2-sideI
chain,.1SalcoholicrOmpOnCnt.havebeensaid

tohcin(lj=qpcnsal)1.cforthetoxicityofpyreth-

rJ'nS. Theauthors h.lVe SyntIICSizcd lolVCr

alkyl-an(141lkcnyl-cinerinhomologucsfromthe

corTCSPOndingrctllrdloncsandsyntheticellry-

S.lnthcmoylchloridein thepresenceofdry

pyrldine (orquinoline,d'imethylaniline)in

tlryT)enzene.Fiftykindsof.Pyrcthroidslュave

alsobeensyn坤esizedfromaTOm_atic,aliplla-

tie,terpenicilcohols,dialkylamino-ethylalco-

hols'monoalkyl･ethyleneglycolsand chrysFn-

themoylchloridein art･amlogousJmanner.

InseCtiridalactivityof･thesecompoundslla_S

beentcstedagainstthecommonIIOuSeflyin

ker'osenespacespray.knock.downtimecffect-

ivcnessofthecompoundsrelated to allylci-

守:節 16班

･ncrinbeingchcckcd■statistically-,hyBliss′̀pr一

I.oT,ittransformationmctl-od･∫

1)Staudingcr,ilel､･.7,448･_(19'24).Ⅰね11占r.

J･Econ･Ent･31276(1938),Gree.n,J･SocI
Chcm･Ind.61,173(19-12).LaForge,∫.-Org.

Chem.12,190(log)/

I2)亦冨Bt,16,116(19311

3)不沈.16,111(1951)

4)和 恵.16,】GO(1.rJ31)

一一5)不払 16,169(lU31)

6)不払 16,170(1951)

7)･Sta_udizlger,Helv･7,201(1012)

i8)Staudi,.ge,,loc.cit.,Tatlcrsfield,).Agr.
Sci.19;265(1929).Hallcr,∫.A.C.S.59.

1678(1937)･Laf?rge,loc･cit･

rJ)若l孔_段化,18,760(lfJ12)

10)Bliss,Ann.･､App.T3i()1.24,815(1日37)

/ OnltheDifferenceofKnockDownEffect玉etweenDDTPowdersPreparedwi thVoト

clayI;らムtoniteandPantherCreek加ntonitet.oAdtlttSOftheCommワnIIotLSefly
I(MI′∫CadomestL'cL7L.).SとtldiesontheRiologicalAs-say ofInsecticides.XISumio

N Ĝ̂ … ､'̂ (TakeiLaboratorl'･Inst王tutefor-Chemical･1(C5CtrCh･ KyL,tOUJivcrsity･･
Takatsuki,Ohsaka.).1くccei､IedSep.7,.1951.BotyLL一符丁gah･t)6,li'JT.1931(withEngliLsh.I

r!surni,1lot)･.

一･ 27三･Volol叩 B5ntOn_iteと PantherCr8Bk B8ntOnitBを担体とした DDT 粉剤
のイ羊バエ成虫を落下仰転せしめる効力の相違にPいて｡殺虫剤の生物試験にかんす

こる研究.一第11報O長沢純夫 (京都大学化学研究所武居軒先韮)26.D.7交Z!EL

･Ⅰ 緒 盲

･この論文の一部はすでに調粥をもって発炎した 5'6)

那,つぎのふたつのことがらをのべようとするのか本

文のおもな目的である｡すなわち,さきにアズキ.}'ウ

ム5,にたいして同一の致死効果をしめすこ,tがたしか

められた＼Volelay.;およびPtlntherCreek のふたJ

つのb.･ntoniteは,これをDl)Tlの担体にもちいた

ときにその効力がどのようにかわるかということと,

粉剤を_=しらえるとき,ただ恥こDDT と担体とを

横械的に混合する方法をとったものと,あらかじめ

1)DTを揮発性のfT'脚 にとかしておいて,それに担体

をIl･れ,一様にしみわたらせてからrr.,'剤を抑発せしめ･

て粉剤とする方法によったものと.･その効-))がどのよ

うにちかってくるかをしらべたものである｡

末文にはいるにさきだち,終始御恩柁なる御指呼と
御撰助をたまわった大野稔油土.ーならびに実験の助力 ′

と■hTlllの才r37･.に磁力せられた缶LTt家鴨に取越の謝意を

如するとともに.穴爪な沢村を分試せられた Ameli-

canColloid.Comi-any にあつく御礼印しあげる次

卯である｡

ⅠⅠ 実験材 料
チ

(I)鋲試煎剤｡担体としてもちいた Volclay.および

PantherCreekふたつの bentolliteについては,

さきにその性質の大要をし為しておいたが,これを拘

休とする所要濃壁の1',9,-DDT (mp.107OJoso)
粉mの那矧tm正比をもってし,械p成約の況合は乳鉢

によ().fr'r'剤をもってする榊 弔況合淡 くcoating)に

は hcnzolをもちいた｡枇取手Tylcr の肘 佃 32-,

meshを全通したものであるが評細なる粒比分和はあ

きちかでない｡

(2)供試昆虫｡羽化後,4-5日をへた馳全なるイエ

･■て- M"seadomes,ica.i:･-をもちいたが,この飼育

環境琴件はさきに長浮 :'珪野 りこよってしるされたと
ころとおなじである｡1

ⅠⅠⅠ●実験装置と方法

実験LJ‡'m方比ともまた,長沢･市野4)によってしろ
されたところと. 処理朝丘を 0.1g上した以外は大
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Tablel･TimeT(min･)-percentknockdopwnYK(%)tablesoncommonhouseflywith
L･,b'-DDTpowderofvariousconcentrationspreparedwithVolelayBentonitcand
PantherCreekBentor)ite. ､

体おなL'である｡TEおこの実娘は昭和25年7月2相 か

:I:ら8月13日にいたる期恥 ･粒度約300内外の窮境条 ノ

件下でお･=な?た｡ /

'､ lVト実験結果

岨体を炎にし,ltJl.]迎方法のことなるかL''-DDT4
i:R此粉剤の処理柑iu(T)｡と放落下仰転虫数率 (YN)
との関係を琴示すると約1誠のごとくであるO
二ヽ
'V考藍と結論

一第1表の実験鴇果を Blissl'の Probit法によっ
-t整理する､と第2表のようになる｡ここで bcは時間

LT を対数 t.,致落下仰転虫数 Yxを FrOb:iyhに

変換して,Gとめた時間致落下仰府中敷革等洩旋回惜敗

の方程式 yi-5十be(i-fc)の角係れ すなわち致

措下仰成婚率で,その逆数 1/bc-qcは,変換された

1如 ､

■

抵抗性の正視分布山税の標準偏歪である｡ fe.はーい火
伯で致落下仲店虫数率分布曲組のモTrのAliの対臥

そCTJ逆対数帖Pc-log-ITcは中火致落lI仰転時fhLJで
あるbなお約1図はこの開陳を図示したもの あるが.

これにみられるように時間致落下仰成虫数率等洩比rLit

惜敗群の一部は,ふたつの在線にわけでかん._め;えられ

たが,約2袈においでしめした 'L-C乃至 Tdのうち指

孤でとぢた歎低ま,それぞれ回慣相を求超し計執 こよ

ってもとめた._Jiを大体意味する.ものである｡つぎに

誤差の放少であるこの中央値をもって閉環な結光の考

察をおこなってみたいも

(1)担体の相違と有効度との的係｡約2表または朝

1回にみられる串うに,堺なる機械的の混合によった

場合,または溶剤をもちいる溶解混合法l与よって蝉

した場合,ともにVolclayB℡n'iQ･,ietを担付とする

DPT粉剤の方が PantherCree串lientc'nltcを糾
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T.11}lct3.,Ch:tr.1CtCri,t王csLOfthもtime･knockdo､ケnregTCSSionisodoscsintheJ･.lnfrCOr

concentrationof♪,b'-r)DTpowderCfrom2to16% preparedWithvolcllyl!entonitc
nnIPantherCreekllcntonite..

休とするそれよりもその'JJ'効矧 またかい結果をしめし

ている｡さきにアズキゾウムt/にたいしてmf本のみも

申現したとき･その致死効月王はまったく.ひとしいこと
をたしかめえたが 7),こうした粉体をもちいて同i'n姥

の r)DT 粉剤を37.1LF2した場合,それが昆虫にたいし
てしめす有効征がことなってくることは1,もし被刺戟

体としてTx'キゾウムγとイエ●Jl'ェの条件が同一の状

掛こあるものと択r'J.i･した吻糾t.粉剤における♪,L･'-

DDT:.と担体と?況合乃罰結合状態が. Volelay
i3e.,.toniteと PantherCreekI】entoniteではこと

な′るためではなかろうかということがかんがえられる｡

⊥方粉剤の状態がt>としく調製されたものと促 した

場令推,祇如残件 とし･Cえらばれた14',･ェの感受性
がアズキt}'ウムシとはことなっていることによる もの

であろうもまた一方,内済あわせた場合もかんがえF,I＼
れるが,いづれにしても粉体における枚柵な構法があ

1.T:Jn

■ヽ
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/TimeillJogarithzzu,/L

F.ig.1.●Time-kriockdolVnregressionisodo-
sesin'therangeofcorlCantrationoff,p'-
DDTpowderCfr.･m2to)lt5%I(toptoI:O-
t:､om･)A,-VolclayBentonite,.simplLemi-
Xlng;B,PantherCreekBen.LOnite,simple
-mixing;C,VolrlayI】entonite,solventapp
lication;D,PantherCreekBentonite,sol-

- ventapplication.

きらかにされることと,77.'キゾウふ,5'にた,いする弼

柑体をもってした j)DT 粉剤の有効程度をたしかめ;

印 判こ粒体のみに羊る1エバェにたいする致死作用を
L長時凹はlけてしらべ,その間の相違を氾究してみる必

封があるであろうも,-

(2)粉剤製法の相違と有効度との関係. V.01day

Tlentonitle,pantherCreekPcntoムite･両老いづれF
' を担体としてもちいた場合も+碍なる擬械的の混合法

によったものの方が･満解況令法によって調琴したも

のより有効圧は若干まさっているot七の結果は Da一

･draおよび _Trl'bPliu方Iにたいする致死棚 掩験し
た結果とはまうたく相反している｡ Day/ld&Gai-

dinr2)は満剤をもちいて混合したものの方が有効で

- あった理由として'浴剤をもちいた場合は担体の宗田

に,-掛 こ詔剤だけが分布するためであろうとt･てい

160

も｡しかしDafld&'Gユrdiner2'のえJJi結矧主管劫-

約年ものでなく,雄栄がえたような場合も数争い的休

のうちにあるものとし′it.-ぅる.I

'′(3)琴虫剤b検定乃至品質管理への着払 以上ふ

たつの却実は殺虫剤の評厄をおこなう際.-1f効成分の

物理乃至化学助方法..='-iる一定量結柴だけなもってして

lも 正椎を期しがたいことを証明するもので,iF_物学

的方法による試験結果をも考it鼓にいJtJた評価dZf準が･

終末製品の検定には当然とL)しウLられるべきことをも

のがたっている｡同時に路米製品の品質管理は,_ZF.初

-H験の結果をも管屈の一歩EHこいILておいておこなわ

れTfけil.ば,有効成分の物理乃重化学的定立のみによ

って晶質背屈をおこf;つていくと-,さきにのべたよう

な結脚 ,ら.担体のかわったことなど,は当然みおとし

て管塵を続行する危陰性があるといわなければならな

い?-

YL 摘 琴 ＼

1(I)VQ:I,Clay73entoneteを担体とするt''t''-Dn'l■
翠剤は Panthe～rcreekI3甲tOniteを担体とするそ

れよE)ち,イエバ.L成虫を落下仰威せしめる効力がつ

よい｡

(2)これらふたつの 1,entonite声 タ,〟-nD'r粉
剤D担体としてもちいる場合,1'許なる捌 成約の方状に

よって弼合する方が.潤 剤をもちいる湖和己合恥こ･よ
るものより,イエ,,'ェ成虫を落下仰転せしめる効ソ)那

ややまさっている｡ I

(3)以上の如実は殺虫剤の有効渡の椴Jd'乃説経米
製品の品質管理をおこ/なう場合.生物試験の軌 をも

価lLli評価D-要目にいオ亘 施行せられなければ,拙作

によって有効既が相違する串実をみおとして.枚数ノウ

_至_管理を続行する危除の存することをものがたってい

-る｡ ､ -

/
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m抗切符13-14耳(1931).

(7)F<沢純夫･曽何宋:防虫科学16:･13(lnL',.1)
丁モisumi

Thcknock'ddwncffcctof ♪,I)'･T)DT

powderFrCParCd vヽithVolclayI】cntonitc

I(川dultsofthecommonhollSCfly(MILSEa
domcstz'cL7L.)Wasmoreeffectiv'ethantho.qc

lJrepnred lヽ･ith･-P･lnth-er ･Creek ~Jlento-

nite,andthepowdermadehysolventappli-

cationmethodw.FISSOmeWhatlesstoxicthan

thosemadebysfinplemechanicallymiXing.

ThequalitycLonirolofin'sectieidalpow-

dershollld he'reLferred/totherestJ)tsof

bothchcmic.ll.In°biologicalass.ly;

OntheFitlCttlationofStlSCept)'bill'tyofCommi nEotlSeFly(M"scaldomes"'caL.)to

DDT･_SttLdiesonthe二BiolgicalA甲ayOfInsect)'cides･XISumioN̂ ô盲人Ŵ (Takci

Laboratory,InstituteforCやemicalResearch,KyotoUniveisity･Tlakathuki卜Ohgah)∴

ReceivedSep7,1931.BolylL-Kagah'L16,-]Ol,1951.(withEnglishresume,166). - ~､一一

28･イエバエto Di)Tにたいする抵抗性の変動につV･.て｡殺虫剤の生物試酢 かんす ′

る研究.弟13幸弘 長沢細大 (東都大学化学軒先所武居研究室),26.9.7受m
Ji -

Ⅰ 緒 . 言-.
殺虫剤のみならず,粒々の刺戟湖をもちいての_EF_狗

訳的結-3ミには,供言華F=物の選択,内苑など材料にかん

する訳述と,WulTl,方法など試験法に∋LS･詞する醜芸と

がこPなかにふくまれていて'きた物試験を成功に卑ち

び.く穿談は,こうした訣苗の院内とな8'変災要田をい

かに･して調処し.その説益を殺小取にとどめ'るかの問

掛こ帰茄するO今回課鼎ま後耕あを輔灸法にかんする開
祖は一応解決されたものーとして,前薪供純 巨物の飼菜

に関聯する一一回の祁罰をと'りあげ,ここに言論ずること?

と●した｡本文にはいるにさきだち..m･究に終始多大の-

榊班宜をあやえられた大野稔耽J二･ならびに実験の助 ー

カと数lllfの計井にお力せられた苦.･'信乳 柴田砂附子の

岡城に況茜の謝意を試する次恥である｡なおこの研宛

は昭和25年度文部省科学研究粥の助成にその一部を負

っているo痢瀧 して冨射志をおしたし:｡

ⅠⅠ 実 験 材 料

(I)供試那 J｡供託が ほ しでは米国の Carolin十

P.vrophyllite_Co･I_=おt二て精製せられた Grendon,
N.t.正の Pyrophylliteをm作とする Z,,Z･'-DD

T(mp.107-10弓○)の 5,00'粉剤をもちいたo粉剤7)調

瓢tT'enzolによbて所穿ru･の ♪,J･'-DJ)T をとか

しこれに Tylcrの把!･)ft!.筋 323meshを凪過した'Py-

rophyllitcを所要m投入し,鼠HLに-ぉいて bcn,zol
を相関せしめたのちi.ふたたび解押して325mさsh7)-

ny7'己公に迅退せしめる方法によった｡

(2)供拭昆虫｡供拭It虫としては偶発培a宅と小変粉 .

の糊をもってC･11打LIた(エバェ (M L,SCふdo",estz･ca

I..)のmlヒ筏4乃邦r'日rlゐm体をもち､一､た｡ 飼-ff
特娘ま大作 Gm(Iy･7)のそれに叩じたが,巧日群即の

■
掛萄液をすこしづつあたえるととなく;はじめに大洗

の酵母を投入するにとどめた｡その-JJ-UT'の大射 ますぺ

て長沢 ･泣W,.59)によってのべられているが,'傭 (水
分含和正約70%)1r)00gにど-ル酵母約 30gをいれ

てまくか_きませ.これを内径 14cm''高さ tJctiI'のガ

ラネ胡ポットに水 150ccとともにいれ,血虫的 ,200 ▲

m休帥 晒 しうる脚 11の輯兆としたoL申し培祇とな
るJ.(.3矧ま同一偶のものでもその健瀧状態,飼料の柾ヲ弘
労役の転茄などによって.日によりかなりの益虫があ

り,そこに(_わえる水のn.もたえず加減する必要があ

って,他の刑部 .脚 の均分のごとくそゐ割合をある柁

皮まで塊Etl出することは,成城の温湿壁を一応考慮の外
においたとしてもむずかしい｡ーこれが抵抗性に変動を

きたす爪要な'tl-tっの好例 となるもの■とかんがえられ
るが,くわしくは後節にお七･七考察したい｡なお飼育

環境の温度は,でき-5る'かぎり300滴 皮は52%内外を

たもづようところがけた｡.また供孤 出はおなじ日た

弼市をはじめたポット郡からひろいあらめた抑えひと
つのTuにいれ,それから羽化したものをもちい他の随

の-JlエバェをJ.･なじ日の発給にもちいないようにLl.

大きさもできうるかぎ()そろったものをえらぴ,.過剰

な賂臥照度乃煎榔▲ぢ水分の不足などに?.別 して31-･.じた･

倭少な個体や.党苑の過多などから_～:ずるものとおも

われ-a特別大型な偶作肝は,実験にもちいないようあ

らかじめ選択をおこなった｡

lII実験貰畳と方法

実験炎琵方決とも,'さきに長沢 ･~高野lnJがt/るした

シリyダーをもちいる撒粉降下装置法にしたがい,終

始処理ih'iUi･を 0.1gとして,温度 200-内外力田温第
円でおこなった｡指標としてはーr)T)T-の招姓に覗朴

tOl


